
渡り鳥の３大イベントとスケジュール管理 

※「中村司（2012）渡り鳥の世界」より改変。冬至、春分、夏至、秋分の日付は2016年のもの。 

 日本で繁殖する夏鳥は、東南アジアなどの越冬地との間を毎年往

復（渡り）します。また、渡りに加え、繁殖（子育て）と換羽も行います。 

 渡り鳥は、これらたくさんのエネルギーを使う３大イベントを、各種の

生活に合わせて年間スケジュールにうまく組み込んでいます。 

 このスケジュールは、おもに日照時間が関与するホルモン分泌に

よってコントロールされています。 



てがたんコースで繁殖するおもな夏鳥 

※標識調査による足環回収記録は、環境省自然環境局生物多様性センター鳥類アトラスWEB版より（http://www.biodic.go.jp/birdRinging/index.html）。分布地図はHandbook of the  Birds of the World Aliveより。 
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繁殖地
（黄） 

越冬地
（青） 

巣材の泥と枯草を集める。唾液と
混ぜ合わせた泥だんごを使って
巣を造ります。 

カラスなど天敵の近づきにくい人家
の軒下に造られた巣。 

巣立ったヒナは、ヨシ原に集まり、
集団でねぐらをとるようになります。 

ヨシ原の中に隠れるように造られた巣。 
草の繊維を使い、お椀型の巣をつくります。 

地上を浅く掘っただけの簡単な巣。卵の模
様は背景にまぎれて目立ちません。 

手賀沼周辺では３月中旬に渡来
し、９月下旬まで見られます。人
家の軒先などに巣を造り、水田
や畑の上で飛びながら空中を浮
遊する昆虫を捕らえます。巣立っ
たヒナは、ヨシ原などで集団で 
ねぐらをとります。 

ヨシ原を代表する鳥で、手賀沼
周辺では４月中旬に渡来します。
オスは、なわばりを守るため一
日中さえずり続けます。さえずり
は、８月下旬まで聞くことができ
ます。 

手賀沼周辺では３月上旬に渡
来し、９月下旬まで見られます。
開けた裸地に巣を造り、子育
てします。ピオピオピオと大き
な声で鳴きます。 

（分布） 

（分布） 

（分布） 

（足環の回収記録） 

（足環の回収記録） 

（足環の回収記録） 

繁殖地
（黄） 

越冬地
（青） 

繁殖地
（黄） 

越冬地
（青） 

周年生息 
（緑） 

Barn Swallow 
Hirundo rustica 

Oriental Reed Warbler 
Acrocephalus orientalis 

Little Ringed Plover 
Charadrius dubius 


